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４ 輸送障害に関する事項 

 

４．１ 輸送障害の発生状況 

 

（１）輸送障害件数の推移等 

 

○平成 20 年度に発生した輸送障害（列車の運休、旅客列車の 30 分以上の遅延等）18は

4,191 件であり、対前年度 168 件（3.9％）減でした。 

○輸送障害の件数は、長期的には増加傾向にあり、平成 17 年度には 5,000 件を超えました

が、その後は 3 年連続して減少しました。 

○平成 20 年度の輸送障害件数の 31.1％が部内原因、33.8％が災害原因となっており、風

水害や地震などの災害の対策を含めた鉄軌道事業者の安全・安定輸送対策が重要で

す。 

○部外原因による輸送障害が 35.1％となっており、安定した輸送サービスの確保のために

は利用者や沿線住民等の協力も必要です。 

○部外原因による輸送障害のうち、自殺によるものは 647 件で、対前年度 7 件（1.1％）増で

した。 

○なお、運転事故に伴う列車の運休、旅客列車の 30 分以上の遅延等は輸送障害として計

上していませんが、インシデントに伴うものは輸送障害として計上しています。 

                                         
18 鉄道事業法第 19 条等に基づき鉄軌道事業者が国土交通省に届け出ます。 
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図 17：輸送障害件数の推移 

 

① ＪＲ（在来線＋新幹線）と民鉄（鉄道＋軌道）の合計 

567 652
830 807

601
878 885 1,005

810 969 1,088
1,285

982 980
1,134

1,906
1,688

1,339 1,353 1,416359 384
435

477 560
636

682 742
843

824
828

898 905
925

949 1,096

1,362

1,352
1,542

1,477 1,564 1,472

910 932
1,034

1,171
1,241

1,337

1,404 1,422

1,488

1,352
1,410

1,323
1,533

1,502

1,450
1,471

1,432

1,547
1,971

1,605 1,442
1,303

1,099

573

5,201

4,191
4,3594,421

4,805

3,928

3,547
3,381

1,8421,883
2,121

2,478
2,608 2,574

2,9643,049

3,336

2,986
3,207

3,309
3,537

3,712

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

S62 63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
（年度）

（件）

部内原因

部外原因

災害原因

 部内原因：鉄道係員の取扱い誤り、車両や鉄道施設の故障等によるもの。 

部外原因：旅客のホームからの転落や公衆の線路内立入り等によるもの。 

災害原因：地震災害や風雪水害等によるもの。（雨量や風速が基準を超えた場合の運転見合わせ等を含む。） 
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② ＪＲ（在来線） 
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③ ＪＲ（新幹線） 
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④ 民鉄（鉄道） 
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⑤ 民鉄（軌道） 
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（２）列車走行百万キロ当たりの輸送障害件数の推移 

 

○列車走行百万キロ当たりの輸送障害の発生件数は、輸送障害件数と同様に、長期的に

は増加傾向にありますが、平成 18 年度からは３年連続して減少し、平成 20 年度は 3.1 件

でした。 

図 18：列車走行百万キロ当たりの輸送障害件数 
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４．２ 事業者区分別の輸送障害件数 

 

○ 平成 20 年度における事業者区分別の輸送障害件数は、次表のとおりです19。 

 

表５：事業者区分別の輸送障害件数（平成 20 年度） 

部　　　　内 部　　外
鉄道
係員

車両
鉄道
施設

小計
列車百万ｷﾛ
当たり件数

鉄道外
自然
災害

合計
列車百万ｷﾛ
当たり件数

ＪＲ（在来線） 138 528 262 928 1.45 1,141 1,091 3,160 4.92 642
ＪＲ（新幹線） 4 16 7 27 0.19 13 15 55 0.39 139
大手民鉄 5 30 30 65 0.21 191 51 307 0.97 317
公営地下鉄等 8 16 19 43 0.41 46 4 93 0.89 104
新交通・モノレール 1 9 1 11 0.53 4 5 20 0.97 21
中小民鉄 9 130 62 201 1.90 59 247 507 4.79 106
路面電車 3 21 4 28 1.15 18 3 49 2.01 24
合計 168 750 385 1,303 0.96 1,472 1,416 4,191 3.10 1,354

 　　　　　原　因

事業者区分

列車走行ｷﾛ
(百万キロ)

 

                                         
19  事業者別の輸送障害件数の詳細を資料２に掲載しています。 

※ グラフ中の「合計」は、ＪＲ（在来線＋新幹線）と民鉄（鉄道＋軌道）の合計である。 


